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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月1日(2013.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　剥離フィルムを備えた積層フィルムから、剥離フィルムを剥離するナイフエッジにおい
て、
　搬送されている積層フィルムのうち剥離フィルムが押圧される押圧面と、
　上記押圧面に繋がる先端部とを備え、
　上記先端部において、上記押圧面から先端部に向かう方向に対して平行に、少なくとも
２つの凹部が形成されており、
　上記２つの凹部に、上記剥離フィルムの流れ方向に沿った剥離フィルムの両端面が配置
されることを特徴とするナイフエッジ。
【請求項２】
　上記先端部において、上記方向に対して平行に、凹部が３つ以上形成されていることを
特徴とする請求項１に記載のナイフエッジ。
【請求項３】
　上記押圧面において、上記方向に対して平行に、凹部が形成されていることを特徴とす
る請求項１または２に記載のナイフエッジ。
【請求項４】
　上記先端部において、上記凹部と繋がる開口部が形成されており、
　上記開口部に、異物を吸引する吸引機構を備えることを特徴とする請求項１～３の何れ
か１項に記載のナイフエッジ。
【請求項５】
　上記先端部が円弧形状を有しており、
　上記方向は、上記押圧面から先端部の円弧形状の部分へ向かっていることを特徴とする
請求項１～４の何れか１項に記載のナイフエッジ。
【請求項６】
　液晶パネルに偏光フィルムを貼合する液晶表示装置の製造システムにおいて、
　液晶パネルを搬送する液晶パネル搬送部と、液晶パネルの搬送方向へ剥離フィルムを備
えた積層フィルムを巻き出す巻出部とを含む貼合機構を備え、
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　上記貼合機構は、請求項１～５の何れか１項に記載のナイフエッジを含むことを特徴と
する液晶表示装置の製造システム。
【請求項７】
　上記剥離フィルムの流れ方向に沿った剥離フィルムの両端面が上記２つの凹部を通るよ
うに調整する位置調整装置を備えることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の製
造システム。


	header
	written-amendment

